
遙かなる復興への道 108   笑えない話    

 おかしな候補 

 以前、候補者 T の選挙カーの運転バイト中、推薦政党の⽀持者が集まる場所
に向っていた時、「ちょっと⽌まって」というので⽌まったら⾞から降りて屋
根に上がり、「このまま⾛って」と⾔うのです。「これで登場したら盛り上が
るから⾛って⾛って」と上から⾔ってくるのですが、私は⾛りませんでした。
するとＴは、「あんたは雇われ運転⼿なんだから黙って⾔う事を聞いていれば
いいんだよ！」他諸々の事を⾔いました。私は⾛らず、「降りて下さい、降り
て下さい」と連呼しておりましたがＴは降りず、押し問答に。すると同乗して
いた⽀援者の某市市議会議員だったＨまでが、「あいつは⾔い出したら聞かな
いから取り敢えず⾛って」と⾔い出す始末。ここまで私も我慢しておりました
が限界に達し、「あのね、このまま⾛ると道交法違反なの。もし警察に捕まっ
たら俺が違反切符を切られる事になるだろ。⼤体、選挙に出て議員になろうと
する奴が違法⾏為をしろと⾔うのはおかしいだろ」等々⾊々と⾔ったら漸くＴ
もＨも黙りました。    

 警察官登場 

 それでも⾞の屋根から降りないＴ。「このまま路上に⽌まっていると他⾞の
通⾏の邪魔になるからそこのバス停に⼊って」とＨが⾔うので、仕⽅なくバス
停に⼊ったのですが、これが⼤間違い。そのバス停でもしばしの間、押し問答
しておりましたら警察官が現れて、「運転⼿さん免許を⾒せて」と⾔ってきた。
聞けば屋根に⼈を乗せて⾛っている⾞が居ると通報があったとの事。私は内⼼
ムカつきながらも警察官に事 

情を説明しておりましたがＴとＨは知らん顔。更にムカついたので、私はＴと
Ｈに、「お前らも状況をちゃんと説明しろ！」と怒鳴って⾊々と・・・。それ
を⾒ていた警察官が、「まあまあ事情は分ったが道交法違反だからね」と⾔う
のを聞いて私は⼼の中で「こんな違反で点数を引かれるのはムカつく」等々と
思っていたら、「今回は警告で済ますから今後は気を付ける様に」と⾔う警察
官。この時だけは警察官が良い⼈に⾒えてしまいましたので⾔葉丁寧に「スミ
マセン！以後気を付けます！」と⾔ってしまった次第でした（笑）。 私は、
「おいＴ！聞いてたろ！早く降りろ！」と⾔ったら渋々という感じで降り、助
⼿席に乗ったので推薦政党の⽀持者が集まってくれている場所に向いました。
Ｔがバカな真似をした御蔭で当然、到着は遅れてしまい、推薦政党の⼈からも
「時間を厳守してもらわないと困る」とか何とか私が怒られました。この場所
での演説が終わった後にＴは推薦政党の⼈に到着の遅れを詫びておりました
が、この時も運転⼿が急げと⾔っても⾔う事を聞かない等、私のせいにしてい



たのが本当に腹⽴たしかったです。 

 速攻で落選  

 こんな連中が政治に関わり議員特権を与えられるとか納得がいきません。因
みにＴとＨはどういう思考 

をしているのか、絶対に当選できると話をしておりましたが、投票⽇の午後８
時に対⽴候補に当確が出て速攻で落選していました。本⼈は当確が出たら取材
陣の前でコメントを出すつもりで選挙事務所裏の駐⾞場に停めた⾞の中で待機
していましたが、速攻で落選が確定したら何所かに⾛り去って⾏きました。（笑） 
 参議院議員 

 今回の参議院選では与野党共に賃⾦引上げ、所得引上げ、物価⾼に⻭⽌めを
かけるとか⾔っておりますが、そもそも⾃⺠党の政策、⼩泉政権での規制緩和
に始まり、安倍政権でのアベノミクスや働き⽅改⾰とやらで中流階級を壊滅状
態にして格差を拡⼤させ、低所得者を増やしたのに何を今更という印象しかあ
りません。 

 ガソリン価格にしても、ガソリン税、消費税の⼆重課税を⽌めればガソリン
価格は下がるのにそれは絶対にしない⾃⺠党、国⺠の事など全く考えていない
と感じます。選挙前だけは国⺠の為、国⺠の為と⾔いますが選挙が終わって過
半数獲得となると態度は⼀変し、有権者（国⺠）の事など眼中になく、選挙前
に⾔っていた公約なんて実⾏しませんもんね。選挙のほとぼりが冷めたら増税
するという噂もあります。マイナンバーポイントとか、節電ポイントとか、⽥
舎の商店街レベルの策しか考えつかない⾃⺠党のどこが良いのか私には理解で
き ま せ ん 。                              
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